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『Ｗ・Ｒ・ランバスの使命と関西学院の鉱脈』を読み解く㈠

『
Ｗ
・
Ｒ
・
ラ
ン
バ
ス
の
使
命
と
関
西
学
院
の
鉱
脈
』
を
読
み
解
く
㈠

　
　
　

―
ラ
ン
バ
ス
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
学
校
の
連
関
構
造
―

福
井
幸
男

１　

は
じ
め
に

　

私
は
二
〇
一
二
年
か
ら
二
〇
一
三
年
に
か
け
て
、
商
学
部
の
『
商
学
論
究
』
に
三
本
の
拙
稿
を
論
じ
た
。「
関

西
学
院
大
学
商
学
部
の
源
流
を
探
る

（1）
―
貿
易
港
神
戸
の
発
展
と
人
口
爆
発
―
」（
60
巻
１
／
２
号
）、「
関
西
学

院
大
学
商
学
部
の
源
流
を
探
る

（2）
―
貿
易
港
神
戸
へ
の
企
業
進
出
、
神
戸
市
三
大
事
業
そ
し
て
高
等
商
業
学
校
の

登
場
―
」（
60
巻
３
号
）、「
関
西
学
院
大
学
商
学
部
の
源
流
を
探
る

（3）
―
一
九
一
二
年
創
設
の
関
西
学
院
高
等
学

部
商
科
の
理
念
と
現
実
―
」（
61
巻
３
号
）
で
あ
る
。
ま
た
、
二
〇
一
四
年
に
刊
行
し
た
『
世
の
光
た
れ
！
関
西

学
院
高
等
学
部
商
科
開
設
一
〇
〇
周
年
記
念
誌
』
の
編
集
委
員
長
を
務
め
た
。
す
べ
て
、
関
西
学
院
の
経
済
学
関

連
、
商
学
関
連
の
分
野
で
あ
る
。

　

商
学
部
二
〇
一
六
年
退
職
前
に
神
田
健
次
氏
の
ご
高
著
『
Ｗ
・
Ｒ
・
ラ
ン
バ
ス
の
使
命
と
関
西
学
院
の
鉱
脈
』（
関
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西
学
院
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
五
）
の
多
角
的
な
分
析
に
魅
せ
ら
れ
て
一
読
し
た
も
の
の
、
精
読
の
機
会
を
失
し

た
。
時
が
過
ぎ
、
漸
く
再
挑
戦
し
た
次
第
で
あ
る
。
挑
戦
し
た
理
由
は
五
つ
。
①
関
西
学
院
の
歴
史
全
体
を
見
渡

す
幅
広
い
視
点
に
魅
力
を
感
じ
た
こ
と
、
②
社
会
的
な
視
点
が
広
く
、
し
か
も
内
容
が
地
に
足
着
い
て
い
る
こ
と
、

③
常
に
わ
か
り
や
す
く
書
か
れ
て
い
て
、
勿
体
ぶ
っ
た
理
念
の
空
回
り
が
な
い
こ
と
、
そ
し
て
④
私
の
よ
う
な
素

人
の
要
約
と
コ
メ
ン
ト
も
少
し
は
母
校
学
生
へ
の
今
後
の
キ
リ
ス
ト
教
教
育
に
役
に
立
つ
か
も
し
れ
な
い
と
い
う

期
待
、
さ
ら
に
、
⑤
最
近
、
学
院
史
編
纂
室
の
池
田
裕
子
専
任
主
管
か
ら
グ
エ
ン･

ノ
ー
マ
ン
の
英
文
文
献
を
紹

介
さ
れ
て
閲
覧
す
る
機
会
を
与
え
ら
れ
、
神
田
氏
の
論
点
を
補
強
す
べ
き
箇
所
を
見
出
し
た
か
ら
で
あ
る
。
書
評

と
す
る
時
期
を
逸
し
た
こ
と
に
加
え
て
、
上
記
が
、「
読
み
解
く
」
と
し
た
理
由
で
も
あ
る
。

　

一
点
、
断
っ
て
お
く
べ
き
点
が
あ
る
。
本
書
の
内
容
の
多
く
は
、
お
そ
ら
く
印
刷
ス
ペ
ー
ス
の
制
約
で
、
あ
と

が
き
に
示
さ
れ
る
既
発
表
さ
れ
た
諸
論
考
を
縮
約
あ
る
い
は
割
愛
し
た
も
の
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
で
私

の
不
行
き
届
き
に
よ
り
、
コ
メ
ン
ト
に
不
都
合
な
個
所
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
こ
と
を
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
。

　

執
筆
に
あ
た
り
思
い
出
し
た
こ
と
が
あ
る
。
二
〇
年
ほ
ど
前
、
第
二
研
究
棟
廊
下
の
立
ち
話
で
、
柚
木
先
生

が
「
神
戸
の
小
さ
い
私
塾
が
こ
ん
な
に
大
き
な
学
校
に
な
っ
て
」（
柚
木
学･

元
学
長
、
近
世
海
運
史
の
研
究
で

一
九
八
二
年
学
士
院
賞
）
と
し
み
じ
み
と
語
ら
れ
た
お
言
葉
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。
あ
の
年
代
の
卒
業
生
は
そ
う
い

う
観
念
を
持
っ
て
い
た
と
思
う
と
、
余
計
に
忘
れ
ら
れ
な
い
。

　

ア
メ
リ
カ
南
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
か
ら
派
遣
さ
れ
た
ラ
ン
バ
ス
父
子
（
父J.W

.Lam
buth

、
子W

.R.Lam
buth)

が
神
戸
居
留
地
四
七
番
（
現
所
在
地
・
グ
ッ
チ
神
戸
大
丸
）
に
立
ち
上
げ
た
、
小
さ
い
小
さ
い
学
校
は
、
三
五

番
（
旧
・
中
山
手
通
四
丁
目
三
五
番
地
、
現
・
兵
庫
共
済
会
館
の
南
隣
地
）
に
仮
住
ま
い
し
た
後
に
晴
れ
て
関

西
学
院
と
し
て
原
田
の
森
に
設
立
さ
れ
、
中
学
部
、
神
学
部
、
文
学
部
、
高
等
商
業
学
部
を
擁
立
し
た
（
本
書
第
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一
部
）。

　

そ
の
後
、
大
学
昇
格
を
目
指
し
て
上
ケ
原
に
移
転
、
念
願
の
大
学
昇
格
に
結
実
し
た
。
こ
れ
は
カ
ナ
ダ･

メ
ソ

ジ
ス
ト
教
会
か
ら
派
遣
さ
れ
た
ベ
ー
ツ
（C.J.L.Bates

）
の
剛
腕
で
あ
り
、彼
の
識
見
と
彼
が
集
め
た
知
的
エ
リ
ー

ト
（
多
く
は
海
外
で
の
学
位
取
得
者
や
東
京
帝
大
出
身
者
で
、
東
京
高
商
出
身
は
会
計
学
の
木
村
禎
橘
の
み
）
の

実
力
で
あ
っ
た
ろ
う
。
神
戸
も
東
京
か
ら
み
れ
ば
都
落
ち
と
い
う
こ
と
で
、
西
隣
に
一
九
〇
二
年
に
新
設
さ
れ

た
神
戸
高
等
商
業
学
校
の
水
島
銕
也
初
代
校
長
の
教
員
採
用
や
高
商
運
営
の
手
腕
努
力
が
今
な
お
語
ら
れ
る
よ
う

に
、
本
郷
の
中
央
公
堂
に
集
ま
っ
た
帝
大
の
出
身
者
を
選
抜
し
て
、
水
島
に
勝
る
に
劣
ら
な
い
教
員
選
抜
の
人
脈

と
さ
ら
な
る
大
学
昇
格
実
現
へ
の
行
政
的
な
実
力
を
見
せ
た
の
が
ベ
ー
ツ
で
あ
る
。
彼
の
声
望
は
マ
ス
タ
リ
ー
・

フ
ォ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
の
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
語
り
継
が
れ
て
い
る
（
本
書
第
二
部
）。

２　

本
書
全
体
の
流
れ

２
―
１　

ア
メ
リ
カ
・
メ
ソ
ジ
ス
ト
監
督
教
会
と
南
メ
ソ
ジ
ス
ト
監
督
教
会
の
財
政
比
較

　

ま
ず
、
最
初
に
指
摘
す
べ
き
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
南
メ
ソ
ジ
ス
ト
監
督
教
会
が
ア
メ
リ
カ･

メ
ソ
ジ
ス
ト
監

督
教
会
に
比
し
て
財
政
的
に
貧
し
か
っ
た
と
い
う
歴
史
的
事
実
で
あ
る
。
南
部
一
一
州
は
奴
隷
三
五
〇
万
人
を
含

め
て
九
〇
〇
万
人
、北
部
二
三
州
は
二
二
〇
〇
万
人
、し
か
も
奴
隷
に
よ
る
綿
花
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
「
農

業
を
主
と
す
る
諸
州
が
、
工
業
資
源
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
農
業
資
源
に
お
い
て
も
富
み
、
そ
の
上
西
部
の
鉱
山

の
金
銀
を
も
あ
わ
せ
も
つ
北
部
の
諸
州
に
対
抗
し
て
の
死
闘
を
展
開
」
し
て
も
、
ま
ず
勝
ち
目
は
な
か
っ
た
。
し

か
も
、
南
北
戦
争
の
戦
場
は
南
部
諸
州
に
限
ら
れ
、
戦
争
に
よ
る
荒
廃
は
大
き
か
っ
た
。
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次
の
表
１
は
一
九
一
九
年
の
南
北
両
教
会
の
献
金
お
よ
び
宣
教
師
支
援
金
の
総
額
を
示
す
。
ラ
ン
バ
ス
が
来
日

し
て
約
三
〇
年
の
月
日
が
経
過
し
て
い
る
が
お
お
よ
そ
の
傾
向
は
掴
め
る
。
南
メ
ソ
ジ
ス
ト
監
督
教
会
の
財
政
規

模
は
い
ず
れ
も
、
つ
ま
り
ア
メ
リ
カ
・
メ
ソ
ジ
ス
ト
監
督
教
会
の
約
１
／
３
に
と
ど
ま
る
。
南
メ
ソ
ジ
ス
ト
監
督

教
会
の
日
本
進
出
が
他
の
教
派
に
比
し
て
遅
れ
た
理
由
の
一
つ
が
財
政
的
な
問
題

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
・
メ
ソ
ジ
ス
ト
監
督
教
会
が
青
山
学
院
を
設

立
し
た
の
は
早
く
も
一
八
七
四
年
で
あ
る
。
ま
た
、
関
西
学
院
と
同
じ
く
、
ア
メ

リ
カ
南
部
に
拠
点
を
置
く
南
部
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
が
福
岡
に
西
南
学
院
を
設
立
し

た
の
は
一
九
一
三
年
で
あ
る
。

 

２
―
２　

本
書
の
概
要

　

二
部
構
成
で
あ
り
、
書
名
タ
イ
ト
ル
の
前
半
が
第
Ⅰ
部
「
Ｗ
・
Ｒ
・
ラ
ン
バ
ス

の
使
命
」、
後
半
が
第
Ⅱ
部
「
関
西
学
院
の
鉱
脈
」
で
あ
る
。
第
Ⅰ
部
第
三
章
は

中
国
現
地
調
査
と
し
て
貴
重
な
内
容
で
あ
り
、
ラ
ン
バ
ス
の
中
国
の
足
跡
を
丹
念

に
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
し
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
の
探
求
心
を
称
え
た
い
。
そ
れ

に
し
て
も
ラ
ン
バ
ス
先
生
の
上
海
で
の
墓
が
文
革
の
混
乱
の
な
か
で
失
わ
れ
、
い

ま
だ
に
行
方
不
明
で
あ
る
と
は
。

　

第
Ⅰ
部
が
ラ
ン
バ
ス
の
足
跡
を
た
ど
っ
た
の
に
対
し
て
、
第
Ⅱ
部
は
そ
の
後
の

関
西
学
院
の
発
展
を
、
ベ
ー
ツ
の
働
き
（
第
一
章
）、
民
芸
運
動
（
第
二
章
）、
暁

明
館
（
第
三
章
）、
戦
前
の
神
学
部
教
育
と
朝
鮮
半
島
か
ら
の
留
学
生
の
動
向
（
第

 

north south north south

1919 4694 1539 18331 6160

1939 5767 2136 24967 10930
注）単位1000ドル, Gray(1964), Table 1, Table 2　

献金 宣教師支援金

表 1　南北両メソジスト監督教会の財政力の比較
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四
章
）、
戦
後
の
神
学
部
同
窓
の
海
外
で
の
活
躍
（
第
五
章
）
で
跡
付
け
る
。
著
者
の
研
究
の
守
備
範
囲
が
極
め

て
広
い
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

　

第
Ⅱ
部
全
体
を
通
じ
て
、
ベ
ー
ツ
の
貢
献
と
影
響
が
実
に
大
き
い
こ
と
を
知
る
こ
と
に
な
る
の
は
私
だ
け
で
は

な
い
だ
ろ
う
。
財
政
的
に
窮
し
た
南
メ
ソ
ジ
ス
ト
監
督
教
会
に
助
け
船
を
出
し
た
の
が
カ
ナ
ダ
・
メ
ソ
ジ
ス
ト
教

会
で
あ
り
、
そ
の
代
表
の
一
人
と
し
て
関
西
学
院
に
送
り
込
ま
れ
た
の
が
ベ
ー
ツ
で
あ
る
。

　

な
お
、
第
Ⅰ
部
と
第
Ⅱ
部
を
通
じ
て
、
各
章
の
最
後
に
コ
ラ
ム
が
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
話
題
の
幅
が
実
に

広
い
。
広
島･

庄
原
の
「
売
店
ラ
ン
バ
ス
」、
上
海
で
の
ラ
ン
バ
ス
、
銀
座
の
ウ
ェ
ン
ラ
イ
ト
記
念
ホ
ー
ル
、
ベ
ー

ツ
の
河
上
丈
太
郎(

後
に
社
会
党
委
員
長)

ス
カ
ウ
ト
、
民
芸
運
動
の
か
か
わ
り
で
の
寿
岳
文
章
と
外と
の
む
ら村
吉
之
介
、

神
学
部
の
韓
国
留
学
生
の
母
国
で
の
活
躍
、
広
島
に
お
け
る
谷
本
清
の
被
爆
者
援
護
な
ど
、
コ
ラ
ム
の
内
容
の
幅

に
社
会
的
な
広
が
り
が
あ
り
、
読
者
の
興
味
を
引
く
有
益
な
情
報
を
与
え
て
お
り
、
宗
教
色
に
偏
ら
な
い
構
成
と

し
て
い
る
。
広
島
に
つ
い
て
は
平
和
教
育
に
つ
い
て
学
院
が
反
省
す
べ
き
土
地
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
壽
岳
が
ダ
ン

テ
『
神
曲
』
の
イ
タ
リ
ア
語
原
文
を
参
照
し
て
の
高
名
な
訳
者
で
あ
り
、
共
に
関
心
を
強
め
る
契
機
と
な
っ
た
。

３　

第
Ⅰ
部
の
概
要

　

冒
頭
に
「
時
間
的･

歴
史
的
な
考
察
は
必
須
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
が
、
同
時
に
空
間
的･

地
理
的
な
考
察
が

伴
わ
な
け
れ
ば
、
当
時
の
宣
教
の
力
動
的
な
軌
跡
を
充
分
に
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
あ

る
。
こ
の
試
み
は
成
功
し
て
い
る
。
見
事
な
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
で
あ
ろ
う
。
瀬
戸
内
海
の
宣
教
サ
ー
キ
ッ
ト
の
概

略
（
第
一
章
）、
そ
こ
で
建
て
ら
れ
た
教
会
と
学
校
（
第
二
章
）、
上
海
の
宣
教
サ
ー
キ
ッ
ト
（
第
三
章
）
そ
し
て
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英
国･

エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
の
宣
教
会
議
で
輝
い
た
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
運
動
の
見
解
（
第
四
章
）
と
続
く
。

　

第
一
章
の
「
ラ
ン
バ
ス
の
瀬
戸
内
宣
教
圏
構
想
」、
お
よ
び
第
二
章
の
「
南
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
に
よ
っ
て
創
設

さ
れ
た
教
会
と
学
校
」
は
日
本
国
内
、第
三
章
の
「
中
国
に
お
け
る
Ｗ
・
Ｒ
・
ラ
ン
バ
ス
宣
教
師
の
足
跡
を
求
め
て
」

は
中
国
お
よ
び
シ
ベ
リ
ア
で
の
宣
教
活
動
の
概
況
を
示
す
。
そ
し
て
最
終
章
で
あ
る
「
草
創
期
の
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ

ル
運
動
と
Ｗ
・
Ｒ
・
ラ
ン
バ
ス
」
は
、
当
時
と
し
て
は
先
進
的
な
ラ
ン
バ
ス
の
宣
教
の
思
想
の
基
盤
を
説
明
し
て

い
る
。
こ
の
解
説
は
優
れ
て
い
る
。
彼
は
日
本
、
中
国
の
み
な
ら
ず
、
キ
ュ
ー
バ
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
コ
ン
ゴ
ま
で
宣

教
の
足
を
の
ば
し
た
。
ま
さ
し
く
、
地
の
果
て
ま
で
と
い
う
世
界
伝
道
の
根
本
精
神
の
背
景
を
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル

思
想
に
よ
り
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
思
想
の
基
盤
に
は
「
教
理
は
分
裂
さ
せ
る
が
、
奉
仕
は
一
つ
に
す
る
」
が
あ

る
と
い
う
。
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
の
訳
と
し
て
世
界
教
会
一
致
と
訳
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
、
教
派
を
問
わ
ず
結
束
す

る
と
い
う
意
味
の
よ
う
で
あ
る
。

　

な
お
、
本
来
な
ら
ば
第
一
章
か
ら
読
み
解
く
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
解
く
べ
き
論
点
を
い
く
つ
か
残
し
て
し
ま
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
本
稿
で
は
、
第
二
章
「
南
メ
ソ
ジ
ス
ト
監
督
教
会
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
教
会
と
学
校
」
の
学

校
に
つ
い
て
の
み
論
じ
る
。

４　

ラ
ン
バ
ス･

フ
ァ
ミ
リ
ー
が
関
係
し
た
学
校

　

関
西
学
院
、
聖
和
大
学
、
パ
ル
モ
ア
学
院
、
広
島
女
学
院
、
啓
明
学
院
の
五
校
で
あ
る
。
本
書
で
は
要
点
の
み

簡
潔
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
多
少
の
説
明
を
加
え
て
、
各
校
の
学
校
史
を
可
能
な
限
り
参
照
し
て
、
地
図

を
交
え
な
が
ら
ラ
ン
バ
ス
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
称
さ
れ
る
各
校
の
ラ
ン
バ
ス
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
た
る
ゆ
え
ん
を
相
互
連



55

『Ｗ・Ｒ・ランバスの使命と関西学院の鉱脈』を読み解く㈠

関
的
に
追
い
た
い
。

４
―
１　

神
戸
市
中
央
区
の
当
時
の
見
取
り
図

　

図
１
は
神
戸
市
中
央
区
の
約
五
〇
年
以
上
前
の
概

略
図
で
あ
り
、
本
稿
に
関
連
し
た
学
校
等
の
場
所
を

明
記
し
て
い
る
関
係
で
、
必
ず
し
も
同
時
期
に
限
っ

て
い
な
い
こ
と
を
断
り
た
い
。
東
西
に
走
る
中
山
手

通
と
南
北
に
走
る
ト
ア
ロ
ー
ド
を
軸
に
描
い
て
い

る
。
図
１
の
海
岸
通
に
東
か
ら
鈴
木
商
店
、
川
崎
汽

船
、
大
阪
商
船
、
三
井
物
産
（
船
舶
部
が
三
井
船
舶

と
し
て
独
立
）、
居
留
地
二
番
地
の
香
港
上
海
銀
行

（H
SBC

）
そ
し
て
日
本
郵
船
が
並
ぶ
。
神
戸
大
丸

の
東
側
の
居
留
地
四
七
番
地
で
パ
ル
モ
ア
学
院
と
栄

光
教
会
が
産
声
を
あ
げ
た
。
そ
の
後
の
経
過
の
中
で
、

元
町
駅
北
、
鯉
川
筋
一
本
西
の
筋
に
パ
ル
モ
ア
学
院
、

県
庁
北
の
神
港
学
園
の
真
南
に
啓
明
女
学
院
北
校
舎
、

南
校
舎
は
生
田
神
社
の
西
隣
の
神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
西

側
道
路
を
下
が
っ
た
左
手
に
あ
る
。
一
九
三
三
年
に

相
楽
園
西
門
前
の
神
戸
女
子
伝
道
学
校
は
岡
田
山
に

図１　神戸中央区の当時の見取り図

香港上海銀行
△

相楽園
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移
転
し
、
跡
地
に
頌
栄
幼
稚
園･

同
保
母
伝
習
所
が
移
転
。

　

関
連
の
学
校
史
を
語
る
う
え
で
、
山
本
栄
一
学
院
史
編
纂
室
長
に
よ
る
モ
ー
ス
・
サ
イ
ト
ウ
（
パ
ル
モ
ア
学
院

理
事
長
）
の
聞
き
取
り
記
事
は
貴
重
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
人
の
宣
教
師
自
身
の
証
言
で
あ
る
か
ら
だ
。
ま
た
、
ラ

ン
バ
ス
の
母
で
あ
る
メ
ア
リ
ー
（Lam

buth, M
ary Isabella

）
に
も
注
目
し
つ
つ
発
展
の
歴
史
を
補
強
し
た

い
。
本
書
と
同
時
期
に
刊
行
さ
れ
た
た
め
に
参
考
文
献
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
『T

H
Y

 W
ILL BE 

D
O

N
E 

聖
和
の
一
二
八
年
』（
二
〇
一
五
年
刊
）
も
重
視
す
る
。
そ
れ
ま
で
、
関
西
学
院
側
か
ら
は
ほ
と
ん
ど
語

ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
聖
和
の
前
史
を
詳
細
に
語
り
、
か
つ
学
生
に
対
す
る
あ
ふ
れ
る
愛
情
を
感
じ
さ
せ
る
銘

品
で
あ
る
。
理
事
長
や
学
長
を
並
べ
立
て
た
旧
来
の
学
校
史
で
は
な
い
。
学
生
、
卒
業
生
の
立
場
に
寄
り
添
っ
た

学
校
史
と
し
て
は
我
国
一
級
の
作
品
で
あ
ろ
う
。
執
筆
者
本
人
が
納
得
し
て
書
い
て
い
る
点
が
す
ば
ら
し
い
。『
パ

ル
モ
ア
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
パ
ル
モ
ア
学
院
創
立
一
二
〇
周
年
記
念
号
』 

、『Sixty Y
ears of M

em
ories 1983

』

か
ら
も
従
来
語
ら
れ
な
か
っ
た
側
面
を
知
る
こ
と
に
な
る
。
関
西
学
院
史
に
は
な
か
っ
た
魅
力
、
つ
ま
り
関
西
学

院
自
ら
を
自
ら
語
る
の
で
は
な
く
、
他
人
に
語
っ
て
も
ら
う
と
い
う
観
点
に
ひ
き
つ
け
ら
れ
る
魅
力
が
あ
る
。
関

西
学
院
卒
業
生
と
し
て
み
る
と
、
聖
和
大
学
、
パ
ル
モ
ア
学
院
、
啓
明
学
院
の
そ
れ
ぞ
れ
の
校
史
で
語
ら
れ
る
ス

ト
ー
リ
ー
に
新
鮮
な
驚
き
と
学
ぶ
べ
き
価
値
が
あ
る
。
最
後
に
、
私
の
個
人
的
な
経
験
を
交
え
て
論
じ
た
い
。

４
―
２　

パ
ル
モ
ア
学
院
昼
間
男
子
部
が
関
西
学
院
と
な
る

　

現
在
、
県
庁
前
に
聳
え
る
神
戸
栄
光
教
会
の
歴
史
は
一
八
八
六
年
七
月
二
五
日
に
来
神
し
た
父
Ｊ
・
Ｗ
・
ラ
ン

バ
ス
の
祈
り
か
ら
始
ま
っ
た
。
パ
ル
モ
ア
学
院
は
「
一
八
八
六
年
（
明
治
一
九
年
）
一
一
月
、
Ｗ
・
Ｒ
・
ラ
ン
バ

ス
に
よ
り
神
戸
居
留
地
四
七
番
地
に
設
立
さ
れ
た
読
書
館
（Reading Room

）
を
前
身
と
す
る
」。
こ
こ
は
当
初
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は
ラ
ン
バ
ス
一
家
の
住
居
を
兼
ね
て
い
た
。
父
親
が
始
め
て
い
た
英
語
塾
に
、
ラ
ン
バ
ス
が
読
書
館
を
設
け
た
。

　

こ
の
年
、『
明
治
二
三
年
兵
庫
県
統
計
書
』
に
よ
れ
ば
、
神
戸
居
留
地
に
現
住
の
欧
米
人
数
は
二
七
三
、
イ
ギ

リ
ス
一
四
四
、
ド
イ
ツ
四
二
、
ア
メ
リ
カ
三
七
、
フ
ラ
ン
ス
一
二
、
そ
の
他
三
八
。
こ
の
三
七
人
の
中
に
四
月
に

来
神
し
た
父
親
Ｊ
・
Ｗ
・
ラ
ン
バ
ス
夫
婦
に
加
え
て
本
人
夫
婦
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
翌
年
一
月
に
ミ

ズ
リ
ー
州
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
パ
ル
モ
ア
牧
師
が
訪
問
し
、
一
〇
〇
ド
ル
を
寄
付
、
今
後
も
毎
年
同
額
を

寄
付
す
る
こ
と
を
約
し
た
の
で
彼
の
名
前
に
因
ん
で
こ
の
読
書
館
を
パ
ル
モ
ア
学
院
と
命
名
。

　

架
空
の
話
で
恐
縮
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
仮
に
ラ
ン
バ
ス
の
名
を
冠
し
て
い
れ
ば
、
そ
の
後
の
ラ
ン
バ
ス･

フ
ァ

ミ
リ
ー
関
連
の
学
校
の
歴
史
的
な
経
過
の
整
理
が
易
く
誤
解
も
少
な
く
、
関
心
も
薄
れ
ず
、
理
解
が
よ
り
容
易
に

な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
た
だ
、
当
時
と
し
て
は
一
〇
〇
ド
ル
（
現
在
の
価
値
で
二
〇
〇
万
円
か
ら
四
〇
〇
万
円
の

範
囲
）
は
相
当
な
金
額
で
は
あ
っ
た
。

　

実
は
一
八
六
八
年
の
開
港
に
あ
わ
せ
た
神
戸
居
留
地
築
造
が
遅
れ
た
た
め
に
、
来
日
し
た
外
国
人
は
周
辺
に

借
家
住
ま
い
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
は
幕
府
の
旧
海
軍
操
練
所
（
後
に
操
練
所
建
物
は
湊
山

小
学
校
校
舎
に
転
用
）、
フ
ラ
ン
ス
は
生
田
神
社
に
領
事
館
を
置
い
て
い
た
。
初
代
兵
庫
県
知
事
と
な
る
伊
藤
博

文
は
や
む
を
得
ず
一
部
の
周
辺
に
雑
居
地
を
設
定
し
、
日
本
人
と
外
国
人
が
混
住
す
る
こ
と
を
暫
定
的
に
認
め
た
。

家
屋
の
貸
し
借
り
、
土
地
の
売
買
も
永
代
借
地
の
名
目
で
は
あ
る
が
実
質
的
に
認
め
ら
れ
た
。

　

図
２
は
、
当
時
の
外
国
人
の
居
住
実
態
を
示
す
。
居
留
地
の
西
は
鯉
川
、
東
は
生
田
川
（
実
態
的
に
は
生
田

川
右
岸
堤
防
下
を
流
れ
る
北
野
川
と
い
う
水
路
）、
北
は
西
国
街
道
筋
、
南
は
海
岸
ま
で
を
居
留
地
と
し
て
定
め
、

雑
居
地
と
し
て
西
は
宇
治
川
、
北
は
六
甲
南
山
麓
ま
で
と
し
た
。
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居
留
地
が
順
調
に
築
造
さ
れ
た
長
崎
に
も
横
浜
に
も
雑
居
地
は

基
本
的
に
必
要
な
く
、
長
崎
と
横
浜
の
居
留
地
の
面
積
は
そ
れ
ぞ

れ
一
〇
万
五
七
八
七
坪
、
三
四
万
八
一
九
七
坪
で
あ
り
、
神
戸

（
四
万
九
六
四
五
坪
）
の
二
倍
、
五
倍
と
あ
り
、
十
分
な
広
さ
が
あ
っ
た
。

　

翌
一
八
八
七
年
ラ
ン
バ
ス
一
家
は
居
留
地
四
七
番
地
が
手
狭
に
な
り
、

三
宮
駅
（
現･

Ｊ
Ｒ
元
町
駅
）
の
す
ぐ
北
の
洋
館
を
借
り
て
移
り
住
む
。

こ
れ
が
山
二
番
館
で
あ
り
、
当
時
の
写
真
が
残
る
。
職
住
分
離
は
ラ
ン
バ

ス
一
家
に
限
ら
な
い
。
神
戸
港
を
通
じ
た
貿
易
で
財
を
な
し
た
多
く
の
欧

米
人
は
そ
の
後
、
山
の
手
に
広
が
る
北
の
野
原
（
北
野
）
に
豪
勢
な
洋
館

を
建
て
た
。
た
と
え
ば
ハ
ン
タ
ー
坂
の
由
来
で
あ
る
旧
イ
ギ
リ
ス
人
邸
は

一
八
八
九
年
に
建
設
さ
れ
王
子
公
園
内
に
移
築
さ
れ
て
い
る
。

　

ラ
ン
バ
ス
一
家
が
移
り
住
ん
だ
山
二
番
館
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
①

山
と
は
元
町
か
ら
見
て
の
山
手
を
指
す
よ
う
で
あ
る
。
だ
か
ら
外
国
人

も
「Y

am
a 2 Bankan

」
と
マ
ウ
ン
テ
ン
と
言
わ
ず
日
本
語
を
使
っ

て
呼
ん
だ
の
だ
ろ
う
。
居
留
地
自
体
か
ら
出
た
言
葉
よ
り
も
、
む
し
ろ

西
国
街
道
沿
い
の
神か
ん
べ戸
村
の
住
人
か
ら
み
て
の
呼
称
で
あ
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
そ
も
そ
も
元
町
と
はnative tow

n

の
訳
語
で
元
々
の
町
の

意
で
あ
る
桑
田
。
②
神
戸
全
体
で
山
側
に
二
番
目
に
建
て
ら
れ
た
洋
館

（foreign residence

）
と
云
う
事
で
二
番
館
で
あ
る
と
の
カ
ブ
師
（John 

図２　居留地と雑居地  

 

～ ～ ～
雑居地

明石←西国街道 △三宮神社 西国街道→大阪

居留地

海

六 甲 南 山 麓

鯉
川

北
野
川

生
田
川

宇
治
川
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B Cobb

）
の
推
測
が
あ
る
。
一
九
一
九
年
に
来
日
し
、
戦
前
戦
後
を
通
じ
て
長
ら
く
教
鞭
を
取
っ
た
カ
ブ
師
は

一
九
七
六
年
の
パ
ル
モ
ア
学
院
講
堂
で
の
記
念
講
演
で
Ｗ
・
Ｒ
・
ラ
ン
バ
ス
が
“cam

e back as a bishop of 

our church and stayed here

”
で
あ
り
、
父
ラ
ン
バ
ス
が
“died in this house, still alm

ost exactly 

w
here w

e are standing, w
here I

’m standing tonight

”
と
語
り
、
再
三
再
四
こ
の
地
で
つ
ま
り
か
つ
て

山
二
番
館
が
あ
っ
た
場
所
で
教
鞭
を
取
っ
た
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。

　

山
二
番
館
の
自
宅
階
下
を
教
室
と
し
て
開
放
し
て
、
ラ
ン
バ
ス
は
次
の
新
聞
広
告
を
だ
し
て
い
る
。「
語
学
と

科
学
を
教
授
」
と
の
大
見
出
し
で
「
今
般
自
宅
に
於
い
て
英
語
、
ラ
テ
ン
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
物
理
学
、
地
質
学
、

生
理
学
の
教
授
を
始
め
る
」
と
あ
り
、
特
に
要
望
が
あ
れ
ば
書
き
方
と
図
画
も
教
え
る
し
、
昼
に
仕
事
で
出
て
こ

れ
な
い
人
の
た
め
に
夜
学
を
開
く
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
入
学
希
望
の
諸
氏
は
北
長
狭
通
四
丁
目
山
二
番
館
ア
ー

ル
、
ダ
ブ
リ
ュ
、
ラ
ン
バ
ス
の
元
に
来
た
れ
と
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

ラ
ン
バ
ス
の
母
親
メ
ア
リ
ー
も
山
二
番
館
の
自
宅
の
階
下
で
家
庭
塾
的
に
英
語
（
パ
ル
モ
ア
学
院
）、
聖
書
、

讃
美
歌
を
教
え
、
裁
縫
な
ど
の
サ
ー
ク
ル
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
と
く
に
、
神
戸
港
が
貿
易
港
と
し
て
立
ち
上

が
り
、
英
語
を
勉
強
し
た
い
生
徒
は
多
数
あ
っ
た
が
教
え
る
先
生
が
足
ら
ず
自
転
車
操
業
で
つ
い
に
一
八
九
三
年

に
は
専
任
教
員
が
見
つ
か
ら
ず
休
校
状
態 

（to be supplied
）
と
な
り
一
八
九
五
年
に
は
適
切
な
校
長
候
補
も
見

当
た
ら
ず
南
メ
ソ
ジ
ス
ト
監
督
教
会
日
本
部
会
の
年
次
総
会
は
閉
鎖
決
議
を
出
す
。
翌
日
メ
ア
リ
ー
は
“I w

ill 

responsible to keep Palm
ore running

”
と
申
し
出
て
閉
鎖
を
免
れ
る
。

　

メ
ア
リ
ー
に
つ
い
て
の
吉
岡
の
人
物
評
に
よ
れ
ば
、
ラ
ン
バ
ス
の
お
ば
あ
さ
ん
と
呼
ば
れ
て
い
た
彼
女
は
、
内

助
の
功
著
し
く
、
上
海
で
は
中
国
伝
道
の
夫
を
支
え
、
現
地
の
何
十
人
も
の
孤
児
の
世
話
を
し
、
日
本
で
は
持
病

の
喘
息
を
抱
え
な
が
ら
顔
色
に
出
さ
ず
、
忍
耐
強
く
家
事
万
端
を
こ
な
し
多
く
の
客
人
を
自
宅
で
も
て
な
し
た
頑
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張
り
屋
で
あ
っ
た
と
述
懐
し
て
い
る
。
さ
ら
に
息
子
の
ラ
ン
バ
ス
が
大
人
物
に
な
っ
た
の
は
メ
ア
リ
ー
の
教
育
の

賜
物
で
あ
り
彼
女
の
血
を
受
け
継
い
だ
と
の
心
境
を
語
っ
て
い
る
。
孟
母
三
遷
の
母
親
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
来

日
し
た
宣
教
師
夫
人
の
な
か
で
の
ち
に
本
人
の
名
前
を
冠
し
た
学
校
ま
で
作
り
上
げ
た
の
は
彼
女
を
お
い
て
他
は

な
い
の
で
は
な
い
か
。.

　

そ
の
後
の
パ
ル
モ
ア
学
院
の
歴
史
は
メ
ア
リ
ー
の
家
庭
塾
の
流
れ
に
沿
っ
て
雑
然
と
し
て
、
彼
女
の
創
設
し

た
婦
人
伝
道
学
校
の
歴
史
と
交
雑
し
て
捉
え
ど
こ
ろ
が
む
ず
か
し
い
。
最
も
信
頼
で
き
る
『
一
二
八
年
の
聖
和
』

を
拝
読
し
て
も
掴
み
切
れ
な
い
。
一
八
八
八
年
か
ら
一
九
二
一
年
に
か
け
て
の
南
メ
ソ
ジ
ス
ト
監
督
教
会
年
報

に
よ
れ
ば
、
全
体
と
し
て
「
無
料
診
療
所
や
看
護
婦
養
成
、
欧
亜
混
血
児
の
学
校
（
筆
者
注
、D

ay School for 

Eurasians

）、
都
市
の
貧
困
家
庭
や
「
女
工
」
た
ち
へ
の
伝
道
、
料
理
や
裁
縫
学
校
、
夜
間
の
英
語
学
校
と
バ
イ

ブ
ル
ク
ラ
ス
、
日
曜
学
校
、
保
育
に
欠
け
る
子
ど
も
た
ち
へ
の
養
育
、
幼
稚
園
、
母
の
会
や
婦
人
会
、
家
庭
集
会

な
ど
が
」
行
わ
れ
て
い
た
。
混
血
児
達
の
写
真
を
見
る
と
、
メ
ア
リ
ー
の
い
た
わ
り
の
や
さ
し
さ
と
心
意
気
を
感

じ
ざ
る
を
え
な
い
。
彼
女
は
、
女
性
解
放
を
旗
印
に
、
キ
リ
ス
ト
の
愛
を
懸
命
に
伝
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
は
主
と
し
て
山
二
番
館
を
離
れ
て
、
諏
訪
山
の
山
麓
に
あ
る
神
戸
女
学
院
の
真
南
五
〇
ｍ
に
あ

り
、
一
八
九
九
年
に
完
成
し
た
中
山
手
三
五
番
の
校
舎
（
図
３
参
照
、
現
・
中
山
手
四
―
一
七
―
六
）
で
行
な
わ

れ
て
い
た
よ
う
だ
。
パ
ル
モ
ア
学
院
夜
間
部
の
授
業
は
正
門
右
手
の
建
物
の
二
階
の
教
室
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
一

階
は
幼
稚
園
。
正
門
奥
が
宣
教
師
館
、
左
手
一
階
は
伝
道
女
学
校
、
二
階
は
彼
女
ら
の
寄
宿
舎
。
メ
ア
リ
ー
が
始

め
た
学
校
は
手
を
広
げ
す
ぎ
て
身
動
き
が
と
れ
ず
、
と
く
に
一
九
〇
一
年
に
は
婦
人
伝
道
者
養
成
学
校
、
欧
亜
混

血
児
全
日
制
学
校
、
パ
ル
モ
ア
学
院
の
三
事
業
が
主
体
と
な
る
。

　

現
実
に
は
南
メ
ソ
ジ
ス
ト
監
督
教
会
は
男
子
校
パ
ル
モ
ア
学
院
再
建
の
た
め
に
、
幾
つ
か
の
手
は
打
っ
て
い
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る
。
一
九
〇
一
年
に
コ
ー
ト
師
を
、
そ
の
後
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
師
を
送
り
込
ん

だ
。
彼
の
妻
の
申
し
出
に
よ
り
、
か
つ
て
ラ
ン
バ
ス
一
家
が
住
ん
で
い
た
山

二
番
館
の
住
宅
を
購
入
（
永
代
賃
貸
権
付
）
し
て
、
新
校
舎
に
建
て
替
え
る
。

一
九
〇
八
年
に
間
借
り
し
て
い
た
三
五
番
校
舎
を
出
て
（
脚
注
（
11
）p.164

）、

移
転
し
た
。

　

一
九
一
〇
年
に
は
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
師
夫
妻
が
赴
任
、
学
院
の
大
改

革
を
成
功
に
導
く
。
実
用
速
記
、
英
文
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
、
英
文
書
道
の
教

室
は
人
気
を
集
め
た
。
と
く
に
中
古
の
一
台
の
レ
ミ
ン
ト
ン
・
タ
イ
プ
ラ
イ

タ
ー
か
ら
始
ま
っ
た
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
教
室
は
大
盛
況
と
な
っ
た
。
教
え
子

の
男
性
が
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
師
の
書
道
（penm

anship

）
を
そ
っ
く
り

ま
ね
た
の
で
、
銀
行
は
持
ち
込
ま
れ
た
小
切
手
の
サ
イ
ン
の
見
分
け
が
つ
か

な
か
っ
た
と
い
う
。

　

終
戦
後
、J3
（Japan

三
年
任
期
）
と
し
て
来
日
し
た
日
系
二
世
の

モ
ー
ス･

サ
イ
ト
ウ
氏
（
啓
明
学
院
院
長
兼
パ
ル
モ
ア
学
院
院
長
）
は
、

二
〇
〇
六
年
の
山
本
栄
一
教
授
（
学
院
史
編
纂
室
長
）
の
聞
き
取
り
で
、「
読
書
館
の
本
は
全
て
英
語
だ
っ
た
の

で
、・
・
・
朝
か
ら
晩
ま
で
英
語
の
授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
外
国
人
居
留
地
が
手
狭
に
な
っ
た
た
め
、
昼
間
の

男
子
部
」
は
、
山
三
五
番
地
に
移
転
す
る
。
同
地
は
か
つ
て
「
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
の
宣
教
師
た
ち
が
住
み
、
数
校

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
を
育
ん
で
き
た
由
緒
あ
る
山
二
番
三
五
番
地
の
建
物
」
で
あ
っ
た
。

　

続
い
て
「
パ
ル
モ
ア
学
院
昼
間
部
男
子
部
は
、
Ｊ
・
Ｗ
・
ラ
ン
バ
ス
の
妻
メ
ア
リ
ー･
ラ
ン
バ
ス
に
よ
っ
て
育

 

図３　 中山手の35番館の見取り図 

注）『聖和80年』の巻頭の３枚の写真から筆者作成 

宣教師館

2F 寄宿舎 2F ﾊﾟﾙﾓｱ学院
山側 　海側

1F伝道女学校 校門 1F 幼稚園

←神戸女学院 西側の道路 居留地→
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て
ら
れ
た
関
西
学
院
と
な
り
、・
・
・
外
国
人
居

留
地
を
離
れ
た
最
初
の
数
年
間
、
関
西
学
院
の

学
生
数
は
パ
ル
モ
ア
学
院
よ
り
も
少
な
か
っ
た
」

と
述
べ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
ラ
ン
バ
ス
親
子
は

西
日
本
各
地
へ
の
宣
教
活
動
に
多
忙
で
、
居
留
地

に
ず
っ
と
と
ど
ま
る
こ
と
は
難
し
く
、
し
っ
か

り
者
の
メ
ア
リ
ー
が
支
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
市

制･

町
村
制
の
実
施
に
よ
り
神
戸
市
が
誕
生
し
た

一
八
八
九
年
九
月
二
八
日
、
パ
ル
モ
ア
学
院
昼
間

部
男
子
部
は
原
田
の
森
に
飛
び
立
ち
、
関
西
学
院

と
し
て
創
設
さ
れ
る
。

　

貿
易
都
市
神
戸
の
発
展
に
応
じ
て
、
オ
ッ
ク
ス

フ
ォ
ー
ド
校
長
の
采
配
良
く
、
夜
間
男
子
校
パ
ル

モ
ア
学
院
は
四
年
制
の
実
用
英
語
課
程
を
制
定
し
、

タ
イ
プ
科
、
速
記
科
を
ス
タ
ー
ト
。
一
九
一
四
年

に
は
女
子
の
入
学
を
特
別
に
認
め
、
教
室
は
男
女

別
と
し
た
。
最
初
の
女
性
入
学
生
で
あ
る
今
井
姉

は
日
本
初
の
女
性
公
認
タ
イ
ピ
ス
ト
と
な
っ
た
。

　

パ
ル
モ
ア
学
院
の
卒
業
生
は
戦
前
、
戦
中
ま

図  ４ パルモア学院の男女別卒業生（1912年ー1970年） 

 
出所) 『パルモアメッセンジャー』同窓会名簿より筆者作成 
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で
は
ほ
と
ん
ど
が
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
男
性
で
あ
る
（
図
４
）。
急
増
す
る
女
子
の
志
願
に
対
処
し
て
、
女

子
部
を
本
校
か
ら
切
り
離
し
た
か
ら
で
あ
る
。
パ
ル
モ
ア
学
院
自
体
は
、
戦
後
男
女
共
学
と
な
り
、
卒
業
者
の

男
女
人
数
は
、
一
九
四
七
年
一
二
（
男
性
）
―
一
（
女
性
）、
一
九
四
八
年
一
八
―
三
、一
九
四
九
年
に
は
一
一
―

一
一
、一
九
五
〇
年
四
四
―
七
、一
九
五
一
年
に
は
三
六
―
一
六
と
な
り
、
一
九
七
〇
年
四
四
―
四
八
と
、
卒
業
生

は
増
加
し
、
男
女
比
は
逆
転
し
て
い
く
。
有
為
な
多
く
の
卒
業
生
を
輩
出
し
た
の
だ
が
、
残
念
な
が
ら
英
語
会
話

の
競
合
校
と
の
競
争
に
敗
れ
た
の
だ
ろ
う
。
最
近
廃
校
に
な
っ
た
。

４
―
３　

啓
明
学
院

　

第
一
次
世
界
大
戦
開
戦
の
好
景
気
の
な
か
で
、
神
戸
に
船
成
金
が
続
出
、「
女
性
に
も
商
業
教
育
が
必
要
」
と

の
鈴
木
商
店
創
業
者
未
亡
人
、
鈴
木
よ
ね
の
後
援
で
日
本
初
の
公
立
女
子
商
業
学
校
、
神
戸
女
子
商
業
（
現･

市
立
神
港
橘
商
業
高
校)

が
元
町
に
一
九
一
七
年
に
誕
生
す
る
。
修
業
三
年
の
本
科
、
一
年
の
専
修
科
（
タ
イ

プ
ラ
イ
タ
ー
、
商
業
、
英
語
、
簿
記
、
珠
算
、
商
業
実
践
の
六
科
）
と
し
た
が
、
女
子
実
践
教
育
の
人
気
強
く
、

一
九
二
三
年
に
は
生
徒
数
五
六
〇
人
規
模
と
な
っ
て
い
る
。
鈴
木
商
店
は
こ
の
年
三
井
物
産
を
抜
い
て
売
り
上
げ

日
本
一
の
総
合
商
社
に
上
り
詰
め
る
。　

　

時
代
の
波
は
、
男
子
校
で
あ
り
な
が
ら
パ
ル
モ
ア
学
院
に
も
押
し
寄
せ
、
タ
イ
プ
科
と
速
記
科
へ
の
女
性
志
願

者
が
一
九
二
一
―
一
九
二
二
年
期
に
一
二
〇
名
と
な
り
、「
婦
人
の
た
め
の
高
等
学
校
を
作
り
た
い
と
の
進
言
」

が
南
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
伝
道
部
婦
人
部
か
ら
な
さ
れ
、
そ
の
積
極
的
な
支
援
を
得
た
。
こ
の
結
果
、
本
校
か
ら
女

子
を
分
離
独
立
さ
せ
、
女
子
商
業
学
校
の
色
彩
を
強
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

女
子
商
業
学
校
と
し
て
の
独
立
色
を
世
間
に
訴
え
る
に
は
新
た
に
校
地
を
求
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
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幸
運
が
舞
い
込
ん
だ
。
ラ
ン
バ
ス
記
念
伝
道
女
学
校
と
併
設
の
幼
稚
園
が
一
九
二
一
年
に
広
島
女
学
校
保
姆
師
範

科
と
合
同
し
て
、
ラ
ン
バ
ス
女
学
院
と
し
て
大
阪
上
本
町
に
移
転
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
上
本
町
の
校
舎
が
竣
工

し
、
ラ
ン
バ
ス
女
学
院
は
三
五
番
か
ら
退
去
。

　

空
い
た
校
舎
に
は
パ
ル
モ
ア
学
院
女
子
部
が
山
二
番
館
か
ら
一
九
二
三
年
に
移
転
し
て
き
た
。
こ
の
機
会
に

パ
ル
モ
ア
女
子
英
学
院
と
名
乗
り
上
げ
、
一
九
二
五
年
に
パ
ル
モ
ア
女
学
院
と
し
て
独
立
す
る
。
当
時
、
外
国
人
、

日
本
人
各
四
名
の
教
員
体
制
で
英
語
科
一
二
一
名
、
速
記
と
タ
イ
ピ
ス
ト
の
商
業
科
一
四
四
名
を
担
当
し
た
。

　

パ
ル
モ
ア
女
学
院
は
、
軍
事
体
制
が
強
ま
り
、
校
名
に
外
国
名
を
使
わ
ず
日
本
名
に
代
え
る
と
い
う
キ
リ
ス
ト

教
同
盟
の
申
し
合
わ
せ
に
よ
り
、
一
九
四
〇
年
に
啓
明
女
学
院
と
改
名
、
二
〇
〇
二
年
に
啓
明
学
院
と
改
称
し
発

展
す
る
。

　

戦
後
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
で
入
学
希
望
者
が
殺
到
し
、
中
山
手
の
三
五
番
で
は
校
地
・
設
備
が
足
り
ず
、
別
に
新

し
い
校
地
を
探
す
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
六
〇
年
に
下
山
手
通
二
丁
目
に
約
五
〇
〇
坪
の
土
地
に
求
め
た
。
そ
こ

に
は
戦
前
か
ら
幼
き
イ
エ
ズ
ス
会
が
運
営
し
て
い
た
聖
マ
リ
ア
女
学
校
の
校
地
一
〇
〇
〇
坪
と
建
物
が
あ
っ
た
。

一
九
五
六
年
の
生
田
区
住
宅
地
図
で
は
「ECO

LE SA
IN

T
 M

A
RIE

」（
す
な
わ
ち
聖
マ
リ
ア
女
学
校
）
と
記

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
一
九
六
一
年
住
宅
地
図
で
は
南
半
分
は
兵
庫
県
農
業
会
館
、
北
半
分
を
啓
明
女
学
院
と

記
さ
れ
て
い
る
。
北
校
舎
は
中
学
、
南
校
舎
は
高
校
が
利
用
し
た
（
図
１
参
照
）。

　

啓
明
学
院
に
つ
い
て
補
足
す
る
。
啓
明
学
院
の
六
〇
年
学
園
史
に
卒
業
生
の
回
顧
談
が
あ
る
。「
校
舎
は
ふ
た

つ
に
分
か
れ
て
い
て
、
ク
ラ
ブ
活
動
や
文
化
祭･

体
育
祭
の
行
事
練
習
の
た
び
に
街
中
を
大
移
動
。
北
校
舎
は
北

野
の
観
光
コ
ー
ス
に
あ
り
、
申
し
分
な
か
っ
た
が
、
南
校
舎
は
三
ノ
宮
駅
か
ら
徒
歩
二･

三
分
の
至
便
な
一
等
地

に
あ
る
と
は
い
え
、
歓
楽
街
の
ま
っ
た
だ
な
か
」。
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明
治
以
降
に
神
戸
に
進
出
し
て
き
た
キ
リ
ス
ト
教
関
係
の
学
園
は
、
関
西
学
院
だ
け
で
は
な
い
。
カ
ト
リ
ッ

ク
の
女
子
修
道
会
「
幼
き
イ
エ
ズ
ス
会
」
も
そ
の
一
つ
で
、
現
在
の
本
部
は
仁
川
台
二
丁
目
に
あ
る
。
一
八
七
七

年
に
マ
ル
セ
イ
ユ
か
ら
神
戸
に
四
人
の
修
道
女
が
上
陸
、
当
初
の
事
業
は
居
留
地
裏
町
で
の
孤
児
養
育
。
そ
の
後

は
神
戸
下
山
手
七
丁
目
に
聖
家
族
女
学
院
（
日
本
人
子
女
の
学
校
、
親
和
学
園
の
旧
校
地
の
東
隣
）
と
修
道
院
を
、

下
山
手
二
丁
目
に
聖
マ
リ
ア
女
学
校
（
神
戸
唯
一
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
）
と
孤
児
院
を
展
開
し
て

い
た
。
大
阪
に
も
一
八
七
九
年
に
進
出
し
、
孤
児
養
育
か
ら
、
信
愛
女
学
院
に
発
展
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
空
襲
で
神
戸
の
下
山
手
七
丁
目
の
校
舎
が
全
焼
し
た
。
被
災
を
免
れ
た
下
山
手
二
丁
目
の
校
舎
で
聖

家
族
女
学
校
は
、
終
戦
後
、
海
星
女
学
校
と
改
称
し
、
し
ば
ら
く
教
育
事
業
を
続
け
た
が
、
長
崎
が
原
爆
の
被
害

を
受
け
、
日
本
人
シ
ス
タ
ー
七
名
が
殉
職
。
在
校
生
が
卒
業
す
る
ま
で
は
女
学
校
を
続
け
る
余
力
な
く
、
安
定
的

な
学
校
経
営
続
行
は
不
可
能
と
し
て
、
同
じ
カ
ト
リ
ッ
ク
の
マ
リ
ア
の
宣
教
者
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
修
道
会
に
教
育
事

業
の
引
き
継
ぎ
を
要
請
し
た
。
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
修
道
会
は
世
界
全
体
で
も
教
育
事
業
に
は
タ
ッ
チ
せ
ず
、
神
戸
で

は
外
国
人
の
た
め
の
神
戸
万
国
病
院
（
の
ち
の
神
戸
海
星
病
院
）
の
経
理
と
看
護
の
事
業
な
ど
慈
善
事
業
に
注
力

し
て
い
た
。
熟
慮
の
決
断
を
経
て
、
こ
の
申
し
出
を
受
託
し
、
海
星
女
学
院
と
し
て
新
し
く
船
出
し
た
。

　

し
か
し
、
一
難
去
っ
て
ま
た
一
難
。
校
地
と
設
備
の
関
係
で
当
時
の
学
校
設
置
基
準
に
合
わ
ず
、
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
修
道
会
は
新
制
の
中
学
校
と
高
等
学
校
の
申
請
認
可
が
で
き
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
旧
関
西
学
院
の
北
側
に

あ
っ
た
報
徳
商
業
（
県
立
神
戸
高
等
商
業
学
校
が
垂
水
に
移
転
し
た
の
ち
に
進
出
）
が
空
襲
で
校
舎
が
全
焼
、
校

地
を
新
し
く
西
宮
市
に
求
め
移
転
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
窮
状
を
知
っ
た
報
徳
商
業
の
好
意
に
よ
り
、
こ
の
青
谷

の
土
地
を
買
収
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。
残
る
は
校
舎
と
設
備
の
資
金
。
漸
く
ロ
ー
マ
の
本
部
か
ら
の
全
面
的
な

支
援
を
得
て
、
一
九
五
一
年
に
青
谷
に
進
出
、
当
初
の
予
定
に
な
か
っ
た
小
学
校
設
置
に
つ
い
て
は
、「
小
学
校
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か
ら
高
校
ま
で
の
一
貫
教
育
を
行
う
私
学
が
な
い
の
で
小
学
校
付
設
を
」
と
の
県

当
局
の
強
い
要
請
を
受
け
て
、
小
学
校･

中
学
校･

高
校
一
貫
教
育
の
神
戸
海

星
女
学
院
が
発
足
し
た
。
残
っ
た
孤
児
院
は
聖
イ
エ
ズ
ス
修
道
会
の
京
都
に
移
し
、

聖
マ
リ
ア
女
学
校
に
つ
い
て
も
、
同
修
道
会
の
手
を
離
れ
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
修
道

会
が
引
き
受
け
て
青
谷
の
神
戸
海
星
女
学
院
校
舎
に
移
転
、
ス
テ
ラ
マ
リ
ス･

イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
と
改
称
し
、
阪
神
間
の
外
国
人
子
女
を
多
く
集
め

た
が
、
一
九
八
〇
年
前
後
に
廃
校
と
な
っ
た
。

　

下
記
の
図
５
は
ラ
ン
バ
ス
親
子
が
創
設
し
た
阪
神
間
四
校
の
簡
略
し
た
発
展
図

で
あ
る
。
パ
ル
モ
ア
学
院
は
ラ
ン
バ
ス
が
読
書
館
か
ら
始
め
た
学
校
で
、
ラ
ン
バ

ス
記
念
伝
道
女
学
校
は
母
親
の
メ
ア
リ
ー
が
自
宅
で
の
女
性
伝
道
者
養
成
の
働
き

で
創
設
。

４
―
４　

聖
和
大
学

　

一
九
二
一
年
に
広
島
女
学
校
保
姆
師
範
科
と
ラ
ン
バ
ス
記
念
伝
道
女
学
校
が

合
同
し
て
ラ
ン
バ
ス
女
学
院
と
な
っ
た
。
パ
ル
モ
ア
学
院
で
開
催
し
た
南
メ
ソ

ジ
ス
ト
監
督
教
会
ミ
ッ
シ
ョ
ン
会
議
で
の
合
同
決
議
の
理
由
は
「
東
西
処
を
異

に
し
、
一
つ
は
直
接
伝
道
を
、
一
つ
は
幼
児
教
育
を
目
ざ
し
て
き
た
と
は
い

え
、
い
ず
れ
も
キ
リ
ス
ト
教
々
役
者
を
世
に
送
り
出
す
と
い
う
点
に
お
い
て
は

図５　ランバス・ファミリーの関連学校の見取り図 

 

→ → 関西学院
→ → 2021年廃校

女子 → → 啓明学院

→ ランバス女学院 → 聖和大学･同短大 → 教育学部･聖和短大
↑ ↑

広島女学校保姆師範科 神戸女子神学校

昼間男子部
夜間男子部パルモア学院（Water Russel Lambuth）

ランバス記念伝道女学校（Mary Isabela Lambuth）

関西学院
パルモア学院（戦後男女共学）

パルモア女子英学院
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何
の
変
わ
る
処
も
な
く
、･･･

人
口
二
百
万
の
人
口
を
擁
す
る
大
都
市
に
移
転
」
と
意
気
揚
々
で
あ
る
。
前
年

の
一
九
二
〇
年
我
国
初
の
国
勢
調
査
が
実
施
さ
れ
、
人
口
は
大
阪
府
二
五
九
万
、
大
阪
市
一
二
五
万
、
神
戸
市

六
一
万
、
広
島
市
一
六
万
で
あ
っ
た
。
ア
ジ
ア
屈
指
の
貿
易
港
を
擁
し
人
口
が
全
国
第
三
位
に
急
伸
し
た
神
戸
市

も
東
洋
の
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
と
呼
ば
れ
た
大
阪
に
は
及
ば
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

　

南
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
伝
道
部
（
テ
ネ
シ
ー
州
ナ
ッ
シ
ュ
ビ
ル
）
か
ら
の
寄
付
金
三
〇
万
五
〇
〇
〇
円
を
受
け
て

歯
ブ
ラ
シ
工
場
の
跡
地
な
ど
校
地
面
積
一
〇
〇
〇
坪
、
瀟
洒
な
全
館
暖
房
の
鉄
筋
四
階
建
て･

地
下
一
階
の
校
舎

を
上
本
町
の
都
心
（
現･
近
鉄
上
本
町
駅
北
の
大
阪
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
に
建
設
。
竣
工
を
伝
え
る
新
聞
記
事

の
見
出
し
に
、（
筆
者
注
、
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
に
よ
る
）「
禁
酒
禁
煙
家
達
の
手
で
」
と
あ
る
。

　

広
島
女
学
校
の
保
姆
師
範
科
は
ア
メ
リ
カ
の
従
来
の
保
育
者
に
よ
る
画
一
的
な
一
斉
保
育
を
批
判
し
て
、
幼
児

の
主
体
性
を
重
視
す
る
自
由
保
育
（
ク
レ
ヨ
ン
画
、自
由
切
り
紙
を
含
め
て
幼
児
の
自
由
遊
び
を
主
と
す
る
保
育
）

を
広
島
で
保
育
実
践
し
て
い
た
。
ラ
ン
バ
ス
女
学
院
保
育
者
養
成
課
程
は
広
島
女
学
校
の
先
進
的
な
性
質
を
受
け

継
ぎ
、
同
校
は
自
由
保
育
の
拠
点
と
し
て
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
デ
ュ
ー
イ
の
進
歩
主
義
教
育
の
影
響
を
全
面
的

に
受
け
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
か
ら
帰
国
し
た
高
森
フ
ジ
の
指
導
も
大
き
か
っ
た
。
院
長
の
田
中
貞
は
「
決
し
て
象

牙
の
塔
に
立
て
こ
も
る
の
で
は
な
く
、
実
社
会
に
出
て
そ
の
要
求
に
応
ず
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
た
」
と
の
証
言

が
残
る
。

　

ラ
ン
バ
ス
女
学
院
の
順
調
な
発
展
は
、
一
九
四
〇
年
に
大
き
な
波
乱
を
迎
え
狼
狽
す
る
。
同
年
、
愛
国
婦
人
会

大
阪
支
部
（
支
部
長
は
大
阪
府
知
事
夫
人
）
よ
り
子
供
と
婦
人
の
た
め
の
病
院
建
設
に
校
地
を
求
め
た
い
と
の
強

い
要
望
が
あ
り
、
時
局
が
厳
し
く
、
キ
リ
ス
ト
教
教
派
の
合
同
問
題
も
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
援
助
金
の
見
通

し
も
立
た
な
く
な
り
、
熟
慮
の
末
、
一
九
四
〇
年
一
二
月
に
土
地
建
物
譲
渡
を
決
定
。
一
九
四
一
年
三
月
に
西
宮
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市
岡
田
山
の
神
戸
女
子
神
学
校
と
統
合
し
、「
聖
な
る
和
合
（holly union

）」
を
意
味
す
る
聖
和
女
子
学
院
を
校

名
と
し
た
。

　

キ
リ
ス
ト
教
旧
組
合
派
は
伝
道
師
養
成
の
た
め
に
、
男
性
に
同
志
社
神
学
校
、
女
性
に
神
戸
女
子
神
学
校
を

一
八
八
〇
年
創
設
し
た
。
同
校
は
当
初
は
家
庭
塾
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、神
戸
女
学
院
を
設
立
し
た
ミ
ス
・
ダ
ッ

ド
レ
ー
と
従
姉
妹
の
ミ
ス
・
バ
ロ
ー
ズ
が
女
学
院
を
辞
し
て
花
隈
に
設
立
、
幾
多
の
変
遷
を
経
て
、
順
調
に
発
展

し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
一
九
二
三
年
以
降
、
女
性
宣
教
師
の
帰
国
が
相
次
ぎ
、
設
立
母
体
の
ア
メ
リ
カ
ン･

ボ
ー
ド
が
事
業
縮
小
を
決
定
し
援
助
金
を
減
額
し
た
た
め
に
、
議
論
を
重
ね
た
末
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
指
令
で
中
山

手
五
九
番
（
中
山
手
通
六
丁
目
一
番
地
、
相
楽
園
西
門
前
）
の
地
を
同
系
統
の
頌
栄
幼
稚
園
に
譲
り
、
神
戸
女
学

院
（
岡
田
山
に
一
九
三
三
年
移
転
）
と
関
西
学
院
（
上
ケ
原
に
一
九
二
九
年
移
転
）
の
連
携
を
取
れ
る
場
所
と
い

う
条
件
も
考
慮
し
て
、
一
九
三
二
年
一
〇
月
に
岡
田
山
に
移
転
し
た
も
の
で
あ
る
。

５　

パ
ル
モ
ア
学
院
、
神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
、
啓
明
女
学
院
の
思
い
出

　

私
は
パ
ル
モ
ア
学
院
の
夜
間
部（
週
五
日
）の
四
年
制
の
卒
業
生
で
あ
る
。
Ｊ
Ｒ
元
町
駅
北
の
坂
を
少
し
上
が
っ

た
西
側
（
山
二
番
館
だ
っ
た
場
所
）
に
あ
り
、
教
室
は
二
階
建
て
の
木
造
校
舎
、
Ｌ
Ｌ
教
室
は
新
築
の
鉄
筋
事
務

棟
に
あ
っ
た
（
図
６
参
照
）。
敷
地
の
西
側
に
は
産
科
で
有
名
だ
っ
た
鉄
筋
建
て
の
パ
ル
モ
ア
病
院
が
聳
え
て
い

た
。
半
世
紀
以
上
前
の
話
で
あ
る
。
阪
神
間
で
は
英
語
な
ら
パ
ル
モ
ア
の
定
評
が
あ
る
学
校
だ
っ
た
。
芦
屋
に
セ

イ
ド
ー
、
西
宮
北
口
に
立
聖
館
が
あ
っ
た
。

　

パ
ル
モ
ア
学
院
は
隆
盛
を
誇
り
、
大
学
生
や
会
社
員
や
公
務
員
、
税
関
職
員
な
ど
が
多
く
詰
め
か
け
た
。
同
級
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生
の
福
井
悟
や
則
定
隆
男
が
い
た
。
福
井
は
一
年
で
退
学
し
て
ワ

シ
ン
ト
ン
州
の
名
門
ル
イ
ス･

ア
ン
ド･

ク
ラ
ー
ク
カ
レ
ッ
ジ
に

飛
ん
で
同
校
を
卒
業
後
外
資
系
の
航
空
会
社
に
就
職
し
た
。
則
定

は
飛
び
級
を
繰
り
返
し
て
二
年
半
で
修
了
し
、
研
究
者
の
道
に
進

み
、
商
業
英
語
学
会
会
長
を
こ
な
し
、
母
校
の
名
誉
教
授
と
な
っ

た
。
横
山
は
三
菱
重
工
、
Ｎ
は
総
合
商
社
に
進
み
、
Ｋ
は
パ
イ

ロ
ッ
ト
に
な
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
宣
教
師
が
た
く
さ
ん
お
ら
れ
て

授
業
時
間
の
間
に
英
語
の
チ
ャ
ペ
ル
が
あ
っ
た
。
一
九
〇
〇
年
生

ま
れ
のM

rs.Reed

先
生
か
ら
関
学
紛
争
に
つ
い
て
聞
か
れ
“KG 

authority paves the w
ay for solving

…
”
な
ど
と
返
答
し
て

褒
め
ら
れ
た
。

　

教
員
の
一
人
に
ア
メ
リ
カ
人
の
大
柄
な
女
性
教
員
の
ル
ー
ス･

サ
イ
ト
ウ
が
お
ら
れ
、
夫
は
理
事
長
の
モ
ー
ス･

サ
イ
ト
ウ
で

あ
っ
た
。
実
は
、
彼
女
の
父
親
は
ラ
ン
バ
ス
が
韓
国
や
シ
ベ
リ
ア

に
ま
で
宣
教
活
動
に
赴
い
た
と
き
に
同
行
し
た
若
手
の
ジ
ェ
ー
ム

ズ･

オ
リ
バ
ー･

ジ
ェ
ル
ク
ス
［
テ
イ
ラ
ー
］
師
で
あ
る
。
彼
女

は
テ
イ
ラ
ー
の
一
番
下
の
子
供
で
一
九
二
九
年
に
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州

プ
レ
イ
ン
ズ
で
生
ま
れ
て
い
る
。
奇
し
く
も
ア
メ
リ
カ
第
三
九
代

大
統
領
カ
ー
タ
ー
と
同
郷
で
あ
る
。

   図６　 パルモア学院の見取り図（1960年代後半） 

宣教師鉄筋宿舎

　木造講堂

 ２階建木造校舎

鉄筋校舎
　（一階は事務室）    正門 ←

元
町
駅

パ
ル
モ
ア
病
院

県
私
学
会
館
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も
う
一
つ
。戦
後
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
、小
学
校
の
教
室
が
足
り
ず
、私
は
近
く
の
花
園
中
学
校（
灘

区
）
の
校
舎
を
分
校
と
し
て
四
年
生
の
と
き
に
通
学
し
た
。
終
戦
後
の
混
乱
の
中
で
校
舎
が
全
焼
し
た
パ
ル
モ
ア

学
院
が
一
時
校
舎
を
借
り
受
け
て
い
た
こ
と
を
は
じ
め
て
知
っ
た
。

　

次
に
啓
明
学
院
で
あ
る
。
学
生
時
代
、
神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
（
生
田
神
社
の
西
側
、
現
在
は
税
務
署
と
警
察
署
）
の

高
校
生
ク
ラ
ブ
の
リ
ー
ダ
ー
を
し
て
い
た
。
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
西
側
道
路
を
少
し
下
る
と
左
側
に
啓
明
女
学
院
が
あ
っ

た
。
メ
ン
バ
ー
に
、
啓
明
女
学
院
の
生
徒
が
い
た
の
で
よ
く
記
憶
し
て
い
る
。
学
院
は
歓
楽
街
の
真
ん
中
に
あ
り
、

正
門
か
ら
見
る
と
汚
れ
た
校
舎
だ
っ
た
。
学
院
の
東
に
は
ド
ー
ム
型
キ
ャ
バ
レ
ー
の
新
世
紀
が
あ
っ
た
。
Ｏ
君
、

Ｋ
君
、
Ｅ
君
の
灘
高
ト
リ
オ
も
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
で
、
京
大
医
学
部
、
東
大
教
育
学
部
、
東
大
工
学
部
に
そ
れ

ぞ
れ
進
学
し
た
。
大
手
病
院
の
医
科
部
長
、
Ｒ
大
教
授
、
大
手
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
の
幹
部
と
な
っ
た
。
私
が
誘
っ
た

高
等
部
生
の
皆
見
君
（
経
済
学
部
の
ゼ
ミ
は
小
西
唯
雄
先
生
）
は
都
銀
退
職
後
に
上
場
企
業
等
の
社
外
取
締
役
な

ど
を
し
て
い
る
。
最
近
、
彼
ら
と
旧
交
を
暖
め
て
い
る
。

６　

ま
と
め

　

本
稿
で
は
全
体
的
な
コ
メ
ン
ト
に
加
え
て
、
ラ
ン
バ
ス
の
関
係
し
た
学
校
の
校
史
を
活
用
し
て
私
の
理
解
の
範

囲
で
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
で
『
聖
和
一
二
八
年
の
歩
み
』、『Sixty Y

ears of M
em

ories

』、『
パ

ル
モ
ア　

メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
』
は
新
鮮
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
モ
ー
ス
・
サ
イ
ト
ウ
は
私
の
パ
ル
モ
ア
学
院
で
の
教

員
で
あ
り
、
よ
り
身
近
に
感
じ
る
個
所
が
あ
っ
た
。
同
じ
く
カ
ブ
師
の
コ
メ
ン
ト
も
貴
重
で
あ
っ
た
。
次
稿
で
は
、

取
り
扱
え
な
か
っ
た
玉
章
を
読
み
解
き
た
い
。
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神
田
健
次
氏
に
よ
る
本
書
は
関
西
学
院
の
幅
広
い
歴
史
的
研
究
の
優
れ
た
啓
蒙
書
で
あ
ろ
う
。
こ
の
分
野
は
、

他
の
有
力
私
学
に
比
し
て
立
ち
遅
れ
て
き
た
と
思
わ
れ
る
。
本
書
は
神
田
氏
が
主
と
し
て
二
〇
一
〇
年
代
前
半
に

執
筆
さ
れ
た
論
文
や
諸
論
考
を
中
心
に
、
こ
れ
ら
を
整
理
さ
れ
、
書
物
の
体
裁
を
考
慮
し
て
練
ら
れ
た
貴
重
な
啓

蒙
書
で
あ
る
。
拙
稿
執
筆
の
大
き
な
動
機
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
畏
友
神
田
氏
に
心
か
ら
感
謝
す
る
。
ま
た
、節
々

で
質
問
に
答
え
て
く
だ
さ
っ
た
池
田
裕
子
専
任
主
管
に
も
感
謝
申
し
上
げ
る
。
ま
た
、
則
定
隆
男
、
深
山
明
、
神

崎
高
明
の
各
名
誉
教
授
な
ら
び
に
中
島
俊
郎
甲
南
大
学
名
誉
教
授
の
ご
示
唆
に
も
感
謝
し
た
い
。

【
注
】

（
１
）
チ
ャ
ー
ル
ズ･

ビ
ア
ー
ド
、
メ
ア
リ･

ビ
ア
ー
ド
、
ウ
ィ
リ
ア
ム･

ビ
ア
ー
ド
著
、
松
本
重
治･

岸
村
金
次
郎･

本

間
長
世
訳
（
一
九
六
四
）『
新
版
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
史
』
岩
波
書
店
、p.272

（
２
）A

lbert L.Gray Jr.(1964):M
ethodist M

em
bership and Financial Contributions Before and A

fter 
U

nification, M
ethodist H

istory,V
ol.3-N

o.1,p.44

（
３
）
神
田
健
次
（
二
〇
一
五
）『
Ｗ
・
Ｒ
・
ラ
ン
バ
ス
の
使
命
と
関
西
学
院
の
鉱
脈
』、pp.81-82

（
４
）
同
右
、p.3

（
５
）
同
右
、p.95

（
６
）
山
本
栄
一
・
池
田
裕
子
（
二
〇
〇
二
）『
パ
ル
モ
ア
、
関
学
、
啓
明
の
始
ま
り
～
モ
ー
ス
・
サ
イ
ト
ウ
に
聞
く
～
』、『
関

西
学
院
史
紀
要
』
第
八
巻,pp.85-89

（
７
）
神
田
前
掲
書
、p.55

（
８
）
池
田
裕
子
（
二
〇
一
四
）「
ミ
ズ
リ
ー
州
で
の
調
査~

パ
ル
モ
ア
、
ウ
ェ
ン
ラ
イ
ト
、
ヴ
ォ
ー
リ
ス
」、『
資
料
室
便
り
』

N
o.39

、
関
西
学
院
史
編
纂
室
、
同
氏
の
突
撃
取
材
を
称
え
た
い
。

（
９
）
西
川
和
機
（
二
〇
一
四
）「
神
戸
外
国
人
居
留
地
の
水
路
の
変
遷
～
市
街
地
雑
居
の
進
展
と
黎
明
期
の
下
水
道
～
」「
居

留
地
の
窓
か
ら
」
第
九
号
、p.173

。
軍
艦
奉
行
勝
海
舟
は
神
戸
村
庄
屋
生
島
四
郎
太
夫
の
家
に
旅
宿
し
、
後
に
こ
の

建
物
は
五
宮
町
に
移
築
（
生
島
藤
根
子
（
一
九
八
三
）『
生
島
四
郎
太
夫
と
神
戸
』、p.24
）
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（
10
）
大
倉
建
彦
（
一
九
九
三
）「
雑
居
地
の
多
様
な
顔
」pp.74-75

、
神
木
哲
男
・
崎
山
昌
廣
編
著
『
神
戸
居
留
地
の
３
／

４
世
紀
：
ハ
イ
カ
ラ
な
街
の
ル
ー
ツ
』
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー

（
11
）
聖
和
史
刊
行
委
員
会
（
二
〇
一
五
）『T

H
Y

 W
ILL BE D

O
N

E 

聖
和
の
一
二
八
年
』
関
西
学
院
大
学
出
版
会,p.132

（
12
）
桑
田
優
（
二
〇
〇
六
）「
兵
庫
開
港
と
神
戸
外
国
人
居
留
地
」pp13-14

、
神
戸
外
国
人
居
留
地
研
究
会
編
『
居
留
地

の
窓
か
ら
』
第
六
号
。

（
13
）
パ
ル
モ
ア
学
院
同
窓
会
（
二
〇
〇
七
）『
パ
ル
モ
ア
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
パ
ル
モ
ア
学
院
創
立
一
二
〇
周
年
記
念
号
』p.18

（
14
）
同
右
、pp.17

（
15
）
脚
注
（
11
）p.39

（
16
）
同
右p.145

（
17
）
脚
注
（
13
）p.19

（
18
）
脚
注
（
11
）p.219

（
19
）
同
右p.135

（
20
）
同
右p.15

お
よ
び
脚
注
（
36
）p.198

（
21
）
脚
注
（
13
）p.20

（
22
）
脚
注
（
６
）p.86

（
23
） 

啓
明
女
学
院
六
〇
年
誌
編
集
委
員
会
『Sixty Y

ears of M
em

ories 1983

』p.53

（
24
）
脚
注
（
６
）p.86

お
よ
び
脚
注
（
13
）
の
パ
ル
モ
ア
学
院
沿
革
表

（
25
）
脚
注
（
13
）pp.42-74

。
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
師
は
パ
ル
モ
ア
へ
の
回
顧
録
（T

he Palm
ore Institute Its 

H
istory and W

ork of the Past Fifty Y
ears

）
の
中
で
、N

ational City Bank of N
ew

 Y
ork

（
現･

シ

テ
ィ
バ
ン
ク
）
神
戸
支
店
は
一
六
人
の
卒
業
生
、
在
校
生
な
ど
の
働
き
で
回
っ
て
（run

）
お
り
、D

unlop Rubber

も
四
〇
人
を
超
え
る
卒
業
生
と
在
校
生
が
活
躍
し
て
い
る
こ
と
に
誇
り
を
以
て
語
っ
て
い
る
（
パ
ル
モ
ア
同
窓
会

（
二
〇
二
二
）『
パ
ル
モ
ア
学
院
の
軌
跡
』pp.9-12

）。

（
26
）
神
戸
市
役
所
（
一
九
三
七
）『
神
戸
市
史
第
二
集
本
編
』pp.925-926
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（
27
）
脚
注
（
23
）p.53

（
28
）
同
右p.54 

（
29
）
同
右p.115

（
30
）
大
阪
信
愛
女
学
院
（
一
九
八
五
）『
九
〇
年
史
』p.11

（
31
）
神
戸
市
（
一
九
六
五
）『
神
戸
市
史
第
三
集
社
会
文
化
編
』p.226

（
32
）
脚
注
（
30
）p.12

（
33
）
神
戸
海
星
女
子
学
院
記
念
誌
編
集
委
員
会
（
一
九
八
五
）『
神
戸
海
星
女
子
学
院
短
期
大
学
創
立
三
〇
周
年
・
大
学

創
立
二
〇
周
年
記
念
誌
』、p.6

（
34
）
同
右
、p.7

（
35
）
同
右
、p.8

（
36
）
聖
和
八
十
年
史
編
集
委
員
会
『
聖
和
八
十
年
史
』p.63

（
37
）
脚
注
（
11
）p.207

（
38
）
永
井
優
美
（
二
〇
二
一
）「
ラ
ン
バ
ス
女
学
院
附
属
幼
稚
園
に
お
け
る
自
由
保
育
の
実
践
―
高
森
富
士
の
保
育
論
に

注
目
し
て
―
」p.364

、
橋
本
美
保･

田
中
智
志
編
著
『
大
正
新
教
育
の
実
践
－
交
響
す
る
自
由
へ
』
東
信
堂

（
39
）
脚
注
（
11
）pp.235-237

（
40
）
脚
注
（
36
）p.101

（
41
）
脚
注
（
５
）p.89

補
注　

山
二
番
館
の
洋
館
は
、
そ
の
後
、
阪
急
六
甲
北
の
五
差
路
に
あ
る
バ
ス
停
六
甲
登
山
口
の
西
に
移
築
さ
れ
た
。

一
九
四
一
年
に
ヒ
ト
ラ
ー
の
弾
圧
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
数
千
人
の
ユ
ダ
ヤ
人
が
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
を
経
て
敦
賀
に
上
陸

し
、
陸
路
で
神
戸
に
到
達
。
う
ち
二
〇
人
（
四
月
八
日
報
告
時
点
）
が
「
篠
原
本
町
一
丁
目
八
四
の
旧
ラ
ン
バ
ス
邸

に
滞
在
」
と
の
外
務
省
外
交
史
料
館
所
蔵
報
告
に
あ
る
（
神
戸
市
編
（
二
〇
一
七
）『
神
戸
市
紀
要
神
戸
の
歴
史
』
第

二
六
号
、p.113

）。
此
の
間
の
事
情
は
『
新
修
神
戸
市
史　

生
活
文
化
編
』（
二
〇
二
〇
年
刊
行
）
の
神
田
健
次
「
第
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四
章
三
節
二
項
「
神
戸
の
ユ
ダ
ヤ
教
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
に
詳
し
い
。
山
二
番
館
は
昭
和
に
な
っ
て
か
ら
移
築
さ
れ
、

外
人
向
け
貸
家
と
し
て
、
そ
の
後
は
、
一
九
三
七
年
設
立
の
六
甲
学
院
立
ち
上
げ
準
備
の
事
務
棟
と
し
て
、
さ
ら
に

カ
ト
リ
ッ
ク
六
甲
教
会
の
神
父
居
宅
と
し
て
使
わ
れ
た
（
落
合
重
信
「
山
二
番
館
」『
教
育
こ
う
べ
』
一
九
七
五
年
五

月
号
）。
戦
後
は
お
洒
落
な
店
と
し
て
一
九
七
〇
年
代
ま
で
使
わ
れ
た
後
一
九
八
四
年
に
取
り
壊
さ
れ
て
い
る
。


